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P.4 いきなりクイ～ズ
草地ミニ実験！
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自然環境保全活動って…
しぜんかんきょうほぜんかつどう
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3.

向日神社のある山を「勝山」とも「向日山」ともいいます。
勝山といわれ出したのは400年ほど前からですが向日山
とはずうっと昔からいわれてきました。縄文時代から人
々は淀川を上り、木津川、宇治川を下って京都盆地にやっ
てきました。合流地点から見えたのが、向日丘陵の南端
の向日山で、一説には「むこうにあるやま」から「向日山」と
いわれるようになったそうです。
２月になると鎮守の森にヤブツバキの花が咲きます。 梅
や桜が春を代表する花ですが、木偏に春と書く「椿」は春
を招く花です。ヤブツバキは野生種でフレンズランドにも
ありますが、園芸種の椿は街中のあちらこちらで見かけ
ます。
ヤブツバキの実から椿油がとれ、整髪料や食用、機械
の潤滑油、木材のつや出しなどに使われましたし、枝葉を
燃やして作った灰は染料の色止めに使われました。 花
を見ると子どもの頃、椿の実から中身を取り出して笛にし
て遊んだ記憶が甦ります。　唇にあてて息を吹きかけると
ピーという高い音がしました。

鎮守の森から
ちんじゅ

ヤブツバキのタネ 文／写真　上田 昌弘 ヤブツバキ

愛宕山と向日山を臨む

じょうもんじだい

みんなでフレンズランドのあゆみをふり返りました

お米になった黒米です☆ かり取った稲わらでしめ縄に挑戦！

収穫祭のメインイベント
「黒米の餅つき』です

香りがあっておいし～ぃ

たのしかったね ♡ 　　　　　 　収穫祭

《《 こうよう「たけのこ隊」のみなさんありがとうございました 》》
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迎
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ど
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平成　　　　　年　　　　月　　　　日

フレンズランド日報

水温 ：気温：天気： 水量：　　多い　　　普通　　　少ない

昆虫・鳥・メダカなど

植物

年度  前 ／ 後 　 環境委員 ：
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気になったこと／スケッチ／引きつぎたいこと
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・赤い冬芽の帽子がとれると、銀色のフワ
　フワのシッポのような花芽になる。
・フレンズランドにこたえがあるよ！

４.

フレンズランドの水辺にある小さな木
この冬芽はなんの木？

◎ 応募について
名前、学年、連絡先と 2号 ／ 答え○○○○○を紙に書き
（書式自由）  職員室前「フレンズランドポスト」へ投函して
ください。正解者の中から３名に鎮守の森 の会  上田  雅二さん 
特製「ふらトンボ」をプレゼント！　応募してね ♡ 

れんらくさき こた

とうかん

ちんじゅ

おうぼ

＊正解は次の号でね☆

せいかいしゃ

つぎ ごう

くわしくは

うえだ  まさじ

!"#$%&'(

☆ヒント

創刊号・11月の答え ルリタテハ

とくせい

応募数：9名
当選者：5年 佐々木 友希さん、3年 はぎわら りんさん、
　　　　1年 えんどう そういちろうさん

選 発 表当

ぼうし ぎんいろ

みずべ

はなめ
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　校庭から田んぼに登る斜面の芝生の一部を短く
刈り込みました。刈り込んだ理由は、お日さまが
地面にたくさん射し込む短い丈の草地と、芝が長
く茂っている草地では、植物ややってくる生き
ものに違いがでてくるのか、観察してみようという
実験です。
　　名づけて「フレンズランドの草地ミニ実験！」
　　はて？？どうなる...  楽しみです (^-^)/
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/0123456789 9 9
　　　　　　　地球上には 1300～1400万種の生き
ものが暮らしていると考えられていますが、人間が
発見した種は 175万種ほどにすぎません。そのうち
11,167 種は絶滅の危機にあるそうです。
　もし、地球上から今よりたくさんの生きものが消え
てしまったら．．．人間だって生きていけなく
なるかもしれません。食べものも酸素に満
ちた空気も、他の生きものからの恵みだ
からです。自然環境を守ってもお金持ち
になれないかもしれませんが、地球の上
に生きるためにとても大切なことなのです。
そこで、世界で活動している2大自然保護
団体をちょこっと紹介したいと思います。
活動を知ると環境問題が見えてくる！

・国際自然保護連合 (IUCN)
　国や各国の政府機関も加盟している自然保護団体。
絶滅の恐れのある野生生物のリストを世界で最初に作
りました。世界遺産の調査や環境教育、野生生物取り
引きに関する条約など、自然保護で世界標準の役割り
を果しています。
　

・世界自然保護基金 (WWF)
世界最大規模の自然環境保全の民間組織。
パンダマークの募金箱は日本でもおなじ
みです。野生生物の保護で日本の考えと
対立するところもありますが、生物多様性、
温暖化やゴミ問題、災害復興支援などなど、民間

らしいいち早い取り組みと資金援助で環境保全に大き
な影響を与える団体です。

こたえがわかったら
応募しよう！

こたえがわかったら
応募しよう！
おうぼ

ぜ ん か んきょう ほ 　ぜ ん 　か つ ど う
し

IUCN キッズページ　　http://iucn.jp/kids/index.html

WWF ホームページ http://www.wwf.or.jp

IUCN ホームページ　　http://www.iucn.jp/home.html
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　この冬の寒さは北極海の気温が高いため
に大陸に寒気が流れ込んでいるからとか。

そのためなのか、今年は冬鳥として日本に渡る鳥が全国的
に少ないそうです。梅のつぼみもなかなか開かないし、もし
かしたら 3 月でも池が凍る朝があるかも ...　地球の変化を
感じ取るのは難しいですが、生きものの様子で変化を感じ
たり次の季節を思い描いたりすることができます。
　近年、南方系の蝶の生息地が年々北上しています。それは

「温暖化」が原因だと言われていますが、寒くて長いこの冬
は「ナガサキアゲハ」「ツマグロヒョウモン」など南方系
の蝶の北上を止めるのでしょうか。
　梅に桜の香り、蝉の声、
モミジの色、木の実、落ち
葉の音など、身近な自然
から今年はどんなことを
思うのでしょう ...

発行 向陽小学校のビオトープを考える会
HP：http://koharusya.jp/biotope

2012.02  編集 / 玉井 啓子

☆Ｂｉｏ通信に関するお問合わせ、 ご意見ご感想
    などございましたらフレンズランドポストへ
    お寄せください。
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